





































































































と思ったからです。・一・              （2007年12月17日 メールより抜粋）
今考えてみると、荒川さん自身がかなり自己開示的であることが例える。まだ1度しか































































































         パソコン察壷毅鰯ちく驚きい吊薫爽滞姜ζ亀ノ柵ト苅ソ3ン秘姦濠嚢宥）
         検事簿こ⑳鰐繍跡鰯隠蕎憲で駿ってく篶き1ゆ    這○調｝
   鰯＝銚一 でき定曇ころ嚢宵蜜津麟講窪噺蓼繊；愚）
  鮒酪実脳⑳燃 グル納ブで⑫φ識鉤琢業滋幽
    選跨靴寄瓢郡準歯鰯凝鋭若騨鱗寵鏡・繊繁⑱黎義賊控窟婆撤曾茜。
     跳・畷記⑳鰯⑳鵜損と豊業態鍵鎧蟻よ籔1欝も・寿徽鐵
    轡苦猟奇鮒徽蕩霧冒尭護数轡維宙窪躍書海岩硲、姓饗続薗むを綿華鎌離籔蟻企鰯置劔髄筐園繍魯嬢聾畠吾、窺
     量睦蟹饗サ乱等’紫轡ン餅
    駿書窪藩鎮㌫で、室鎗銅1畷雲上激戦鳩鐵録・鰯驚め嚇頚と舵業協か灘婁、饗書⑳帯紅維捨墨狐饗紅筆書
     し亀凝戯艇高家歯書醐醜宮島。⑬麺め鶯鰯滅矧
     簑畷⑳蟹募蓮露誓蹄嵩 篭繊蟻鑑凸脳・識と無・準




     鍵録・綴艶翻狡焚 辮鍾跡灘鎗嚢嚢とめ、レ講一ト紛嚢絡豪つく奪ます唖
  ㈱練
  繁繁綴鐵・繁縫繊欝；餓夢労者ン・職威蜜めぐ姦率繍薮麟として嚢とめ窪飢
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アドバイザー柳沢昌一（福井大学教職大学院）教授
      石井恭子（福井大学教職大学院）准教授
参加者上記のテーマで一緒に勉強していただける人
内容・自分の今までの授業で感じている悩みや問題点
   ・授業の中でこれから取り組みたいと考えていること
   ・他の学校ではどんなことをしているのかなあ
   ・授業の見方・分析の仕方を知ワたい


































































































































































































Graduate S〔hool of Edu〔ation，∪niversity of I＝ukui   177
福井大学大学院教育学研究科教職開発専攻
Iつの指導案より、上記の特に①②のように、ワークショップがデータとして欲しいことだけを文章化していただけたら後は略












































































































































Gr旦duate Schoo－of I三du⊂ation，university of I＝ukui   18I
福井大学大学院教育学研究科教職開発専攻
こって・・一。大事なのは、終わった後から「よかった」「こんな感じで生徒指導以外のことも話し合いたい」という声が聞こえて
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